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②官民連携を加速する観点 

柏の葉公園において、民間活力の導入を検討するため、平成 30 年度に下記

の項目を主な課題として、マーケット・サウンディング調査を実施しました。

５つの課題項目に対して、９の事業者（サービス業、不動産業、スポーツ用品

メーカー、公益法人、その他）から、様々な提案がありました（図 16,17）。 

 

 

 

 

 

課題項目 提案 

①老朽化した公園施設への対応 既存のレストハウス、ボートハウスを活
用したカフェの設置 

②便益施設の導入 カフェ、飲食店 
③レクリエーション施設の導入 子供遊具、キャンプ場、バーベキュー場 
④スポーツサービス施設の導入 ランニングステーション、フットサルコ

ート、３×３バスケットコート 
⑤その他、ソフト事業の提案 駐車場の設置、ランニングコースの整

備、イベント開催、スポーツ教室の開催、
シェアサイクル、セグウェイ 

図 16 マーケット・サウンディング調査 事業提案の概要 

図 15 柏の葉地域の特質（出典：柏の葉国際キャンパスタウン構想） 

※柏の葉国際キャンパスタウン構想対象区域（区域１）： 

町丁目としては、十余二、若紫、小青田、新十余二、正連寺、 

青田新田飛地、大室、中十余二、柏の葉１～６丁目を対象とする。 
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